明治・大正期における「精神薄弱」児の教育について(1) by 千村 洋一朗






























































































































































































































































































































































































































































































ルグ市て‘‘開催された (1904年 4月4日～ 9日）第一
回万国学校衛生学会の概況をのべ，この中て‘,「オ能
薄弱者に対する補助学校」について紹介している。
この「補助学校」とは独立した学校て‘‘はなく 「小学
生徒の精神発達遅滞せるものを分離して一組に作り
是に其精神能力に適合せる特殊の教授法を施すもの
にして，普通小学校内の一設備」として設けられる。
中島のいう「特別級」にあたる施設てあろう。 1901
年の統計により，補助学校の生徒の80名は「現に生
産人物となれり」とその実績を紹介し，「人類社会の
最も恩恵ある組織」としている（「教育學術界」第10
巻，第 3号，明治37年ー1904-12月）。
「日露戦争」終了後，明治39年には，「戦争に勝っ
たのも実業が盛になったのも，学問が進んだのも基
く所は全く」「学齢児童の就学が男女ともに94ペルセ
ント以上に逹し」た「小学教育の進歩にある」とい
う前置きに始まる「補助学校の設立の必要」という
論説が「児童研究」誌に掲載されている（第 9巻第
5号，明治39年ー1906-5月）。 ここては，就学者
中には「どうしても特別に教育しなければならぬも
の」が「混同されていること」を「遺憾」とし，「か
かる者をいつまても尋常の児童と同様の取り扱いを
しておくのは，児童其の者のためにも又学校全体の
ためにも実に恐るべき弊害のあること」として特別
の教育の必要性を強調する。先進の長野県における
「特別級」にふれながら，「遅鈍児等のためには殆ん
ど一つも特殊の設備」がないことを「我が国民教育
の大欠点」てあるとし，まず「師範学校の付属小学
校」て試行し「能ふ可くんば別に補習学校を設立す
るの準備をなしたきものて‘‘ある」と結び，石井亮一
の著書「白痴児」によりイギリスにおける「遅鈍児」
のための「特別教育所」について紹介している。
また， この年，「児童研究」誌て‘ヽ，再び，「特殊教
育を研究すべし」と題する記事て‘‘「普通一般の小学
校て‘‘教育を受けることの出来ね」遅鈍児，白痴等に
対し「是等の人もやはり少国民の一部分て‘ヽ，将来国
家を組織する仲間て‘‘あるから， どうかして，適当な
る教育を施してやらねばならない」とし，そのため
には「特別の専門家」ばかりてなく，「一般の教育者
も必ず相提携して研究すべきこと」を強調している
（第 9巻第 9号，明治39年ー1906-11月）。
「日清」「 H露」と二つの大戦を経験し，国民の間
に高まりつつあった国家意識を背景として， この時
期に，国家の立場から「特殊教育」に対する，教育
関係者等の関心が深まりつつあった当時の状況の一
端を知ることがて‘‘きる。
（むすび）
「国民皆学」を標榜する明治新政府のもとて‘‘，就
学督励策が続けられていくなかて‘‘，就学すべき適切
な学校もないままに， その多くが在宅監護の対象と
なっていたてあろう「精神薄弱」児に着目し， その
教育の必要性を関係者に訴えた数少ない人が明治10
年代にいた。手島精一，近藤鎮三はそんな人たちて‘
ある。手島は，欧米における「痴者教育」の実情を
紹介し，「教育の功」を説きつつ，その必要性を訴え，
また近藤は外国人の説により，医学的な立場から「白
痴院」に入院している児童の教育事例をあげ，特に
早期の教育（看護）の重要性を説いている。
明治23年には，河野於菟麿が「白痴者の教育」を
放置することは「教育者の甚だ遺憾とするところ」
と自らも反省し，西欧の近世以降の教育者たちが行
った教育方法を紹介し， その効果を説き，実現を望
んて‘‘いる。そして， ここて特に注目すべき点は，前
記手島や近藤が，痴者を憐みの対象として把えその
教育の必要性を，個人，家族のレベルて‘‘論じている
のに対して，河野は， これを「国家の利益」と結び
つけ「政府の義務」としていることてあろう。
この後も，欧米の先進近代諸国における白痴教育
の実践例が識者によって紹介されていくが，明治29
年，谷本富は外国における「教育的病理学」の存在
を紹介， 日本における白痴教育の立ち後れを嘆じ，
教育学者として自らも反省する。この論文て‘‘，谷本
は，白痴者に対し「憐憫の情」を抱きながら，アメ
リカ， ドイツ， フランス等の痴児院を紹介し，白痴
明治・大正期における「精神薄弱」児の教育について 43 
の教育施設として，一般児童とは別に特別の「教養
所」を設立することを望んて‘‘いる。
明治33年の小学校令の改正を機として，法令上就
学義務免除の対象とされた臼痴児とともに小学校に
在学している「劣等児」「遅鈍児」等と呼ばれた知能
遅滞児に対する関係者の関心が高まりをみせてくる。
この様子は，教育雑誌等における関連記事，論文の
数の増加からも窺い知ることがてきる。このような
時期に東京市教育会調査部ては，盲人，唖人と並ん
て痴人の学校の設立を計画し， そのための調査を行
っている。本計画は実現を見なかったが「東京市教
育の普及改良を図る」（同会規則第一条）目的をもっ
て設立された東京市教育会が教育関係者の協力を得
てこのような調査を行った事実は注目すべきことて
あろう。この動きの背景として，当時の「時論」て‘‘
も示されているように（「特殊教育制度を調査すべし」）
盲人，唖人，白痴の教育は，単に個人の幸福のため
だけてはなく「国家社会が各人の能を尽くさしむる
利益の為に必要て‘‘ある」という認識が関係者の中に
存在していたことは否めないて‘‘あろう。
なお，この 2年後の明治36年，元田作之進は，東
京市教育会主催の講演会て「白痴を度外視」してい
るH本の教育制度の「空白」を指摘し「白痴学校」
の設立を熱心に聴衆によびかけている。
また，これと時期を同じくして，教育学者 中村
半次郎は，「低能児」「劣等児」の教育を論じ「極め
て薄弱な極めて遅鈍な性質を持っている者だけを教
育する級」を制度として小学校に設置することを提
言している（「小学校に特別級を設くべき意見」）。
この頃から，明治40年代にかけて「精神薄弱」児
の教育に関する論文等の論調には「白痴」に関わる
ものと「低能児」等に関わるものの二つの流れに分
かれ，前者は特別の学校を，後者は特別な学級の設
置をそれぞれ強く望むようになってくる。そして，
これらの論調に共通してみられるものは， H本の「近
代国家」としての体面に関わる強い意識てあり｀ー
日も早く欧米の先進国家のレベルに”という関係者
の期待てあり，また，熱い願望てある。
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